
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木幡中学校 
（１００６人） 

御蔵山小学校 
（１００２人） 

笠取小学校 
（２１人） 木幡小学校 

（４８０人） 

笠取第二小学校 
（２０人） 

木幡中学校区小中一貫教育推進委員会 

木幡中学校区では、各校の教育目標・めざす児童（生

徒）像や地域の特色を生かしながら、次のような

ことを大切にして、小中 5 校で一貫した教育を実

践しています。 

将来への夢をはぐくみ、自ら目標を設定し自己実現

に向けて努力することができる子どもを育てる。 

小中連携をはじめ、幼小・小小・中高連携をも視野

に入れた幅広い学校連携を実現し、子どもを継続

的に見守り育てる。 

地域と各学校が一体となり、地域や社会の中で主体

的に生き抜く子どもを育てる。 

 

①９年間を見通した系統的・継続的な学習指導により、児童生徒の

学習意欲の向上や学習習慣の確立を図り、確かな学力を育成する。 

②９年間を見通した系統的・継続的な生徒指導により、児童生徒の

個性の伸張と社会的な資質や能力・態度を育成する。 

③９年間を見通し、地域に根ざした特色ある教育活動により、児童

生徒の個性の伸張と社会的な資質や能力・態度を育成する。 

④児童生徒間の多様な交流活動や地域との交流により、豊かな人間

性や社会性を育成する。 
⑤教職員が児童生徒一人一人への理解を深めることにより、個に応

じた指導や支援を充実する。 
⑥小学校と中学校の教職員が相互に交流を深めることにより、教職

員の資質と指導力の向上を図る。 
⑦小学校と中学校の教職員が相互に交流を深めることにより、教職

員の資質と指導力の向上を図る。 
               （「宇治市の小中一貫教育」より） 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇治学部会 

①「宇治で学ぶ・宇治を

学ぶ・宇治のために学

ぶ」を中心とした「宇治

学学習プログラム」の作

成。宇治が好きになる取

組の企画。 

②小学校３年～中学校

３年までを３期に分け、

前期（小３・４）・中期

（小５・６・中１）・後

期（中２・３）それぞれ

の目的（めあて）・目標

（育てたい力）を設定

し、具体的な指導につな

げる。 

③各校の特色ある取組

を大切にしながら、各取

組間の有機性・連続性・

整合性に着目して『宇治

学』学習プログラムの整

理を引き続き進める。 

外国語活動部会 

①小学校教員と AET が連携して指導。 

②小学校教員と中学校教員が連携して指導。 

③小学生と中学生が一緒に活動できる行事を計画。 

④外国語活動担当教員の情報交換・合同研修会・授業公開。 

⑤小学校での教科（外国語活動）担当制の導入。 

⑥「学習内容系統表」（外国語活動・英語科）の作成。 

児童・生徒理解部会 

①各校の共通課題を分析し、共通の目標を設定し指導に活かす。 

②「木幡中学校区小中一貫継続指導事項」を共通指導項目とす

る。「みそあじ運動」など共通の取組の実施。 

③小学校１～３年・４～６年・中学校１～３年の 9 年間で継続

的に一貫指導する。 

④校内研修会等に小中教員が相互に参加。 

⑤生徒指導・教育相談での小中合同連絡会。 

学力充実・いしずえ部会 

①各校の学力分析をし

学習指導に活かす。 

②いしずえ学習に関し

て、従来の小中連携の取

組の成果を活かし、基礎

学力充実のための補

習・補充学習を実施。 

③小６～中１の「春休み

の学習課題」の取組の計

画。 

④学習規律や学習習慣

での課題を克服するた

め、小中一貫した取り組

みをする。 

⑤「家庭学習の手引き」

の作成。 

連携・交流部会 

①中学校理科教員による小

学校での授業。（２校通年） 

②中学校英語科教員による

小学校での支援。（4校通年） 

③各校に「小中一貫教育コ

ーナー」を設置し、学校だ

より・行事写真などを掲示。 

④各校の行事や授業に相互

に参加。（教職員・生徒児

童・保護者・地域） 

⑤小中合同研修会の実施 

夏期小中合同研修（小中一

貫教育、分野別部会）・秋期

合同研修会（防災教育、教

科別部会）。 

⑥「ふれあいフェスタ夏祭

り」・「おもろいやんか木幡」

など地域行事への参加。 

確かな学力と豊かな人間性の育成をめざして 

各部会が連携しながら活動をしています 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小中（高）連携授業 

小小連携（３校交流） 

地域行事に参加 

木幡中校区小中一貫教育のさまざまな活動 

各校の小中一貫教育コーナー 

小中相互授業参観 

各校の行事に相互参加 

小中合同研修会 

体験入学 
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☆本年度の活動組織が発足しました 
来年度からの小中一貫教育全面実施に向け

て、本年度は全面試行の年で、木幡中ブロック

でも小中一貫教育に関する様々な取組が行わ

れています。 
 それらの中心になるのが「木幡中校区小中一

貫教育推進委員会」で、｢外国語活動部会｣「宇

治学部会」「児童・生徒理解部会」「学力・いし

ずえ部会」「連携・交流部会」に分かれ、小中

のスムーズな接続のために活動しています。 

 

木幡中学校区小中一貫教育推進委員会    

 

☆中学校から連携教員などが小学校に出向いています 
木幡中学校から理科の梅本先生や英語の北村先生らが、

木幡小学校、御蔵山小学校、笠取第二小学校、笠取小学校

に出向いて出張授業などを行ったり、小学校での昼食交流

や行事への参加、また、小学校の保護者会や校内研修会へ

講師として参加したりしています。 
6月 23日には中学校の河村先生が、京都教育大学の村上
教授を迎え、木幡小学校で理科の授業を行いました。子ど

も達も目の前で見る「アゲハチョウ」の産卵にビックリ！ 

☆児童・生徒の交流も行われています 
 教職員の交流だけではなく、児童・生徒の交流も様々な形

で行われています。 
 小学校６年生が、入学前に「半日体験入学」で木幡中学校

に来て、中学校の様子について事前に学びます。 
 また、中学校の陸上部の生徒が小学校に出向いて、小学校

駅伝の指導を行ったり、吹奏楽部が小学校で演奏活動をした

り、東宇治高校英語コースの高校生が小学校外国語活動の支

援に入ったりしています。 

 

お知らせ 
各校に「小中一貫教育コーナー」
が設置されています。中学校での

様子が写真で紹介されたり、行事
予定や通信物も小中で交流掲示し

たりしていますので、ぜひご覧く
ださい。 

 

小六ボイス(中学校について) 
・部活動が楽しみ 
・英語が楽しみ 
・パンの注文ができるのが楽しみ 
・先輩が怖くないか不安 
・勉強の仕方が変わるのが不安 



 木幡中学校区小中一貫教育だより 第２号 
  平成 24年（2012年）1月 10日発行  連絡先：木幡中学校 TEL 0774(39)9174 

(木幡中学校・御蔵山小学校・木幡小学校・笠取小学校・笠取第二小学校) 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

☆「授業」「行事」「部活」にがんばっている中学生 
昨年小学生だった中１生も木幡中学校に入学して半

年以上たち、授業に、行事に、部活にがんばっています。

授業は教科担任制に変わり、「英語」も本格的に始まり

ました。生徒会活動、校外学習、体育大会、文化祭展示

の部、文化体験、文化祭ステージ発表の部（合唱コンク

ール等）などの行事に熱心に取り組んでいます。また、

放課後のほとんどの時間を過ごす部活もがんばってい

ます。これらの中学校での活動を通して、身体だけでは

なく人間的にも一まわり大きく成長しています。 

☆体験入学で「見た」「聞いた」「やってみた」中学校生活 
１１月１６日に木幡中学校で、「半日体験入学」が行われ、御

蔵山小学校、木幡小学校、岡屋小学校、笠取小学校、笠取第二小

学校などの２６１人の小学６年生が参加しました。 
「中学校紹介動画」「木幡中学校○×クイズ」で中学校への理

解を深め、「歓迎のあいさつ」「群読・合唱」に感動。最後にお待

ちかねの「部活体験」で、中学生と一緒に実際に身体を動かし汗

を流しました。中学１年生を中心に中学生の手で行われた今回の

「体験」入学は、中学校への「思い」を熱くしたようです。 

☆小中合同研修会で小中のスムーズな「接続」を実現 
 木幡中学校ブロック５校の教職員が一同に集まって「小中合

同研修会」を行いました。８月２２日に「小中一貫教育」「同各

分野の活動」について、１１月２８日には「防災教育」「教科指

導」について研修しました。防災教育の研修では、東北の被災

地で支援活動をした加藤先生（木幡中）から今回の「大震災の

教訓」の報告、富部先生（木幡小）から被災地小学校への激励

の群読・合唱が収録された「DVD」やメッセージ「うちわ」を
送るなど、「被災地への励ましの取組」の紹介、岸先生（木幡中）

から水害や地震などを想定した「地域防災」について、ハザー

ドマップなどの紹介も交えて課題提起がありました。また、教

科指導については、小中の「教育内容の交流」や「授業改善の

方法」について、各「分野」と各「教科」の二つの視点で話し

合い、できるだけ子どもたちに負担をかけない小中のスムーズ

な「接続」を実現しようとしています。 

 

中１ボイス(最近感動した事) 
・体育大会でブロック優勝した 
・合唱コンクールで最優秀賞を取れた 
・文化体験で声優体験をした 
・宇治市秋季大会（新人戦）で優勝できた 
・期末テストで英語の点数が上がった 



  

 

 

 

 

特集 中学校ってどんなとこ？ 中学生になって感じた事！ 

 １学期も終わりに近づき、小学六年生にとっては最上級学年、中学一年生にとっては初めての中学校生活が始まり、それぞれ学習

に行事に,生活が充実してきたと思います。小六にとっては「中学校ってどんなとこだろう？」など、来年行く中学校のことがちょ

っぴり気になる人もいるのではないでしょうか。そこで木幡中学校区の各小学校と木幡中学校でひろったボイス（声）を中心に、

中学校について考えてみよう！ 

小六ボイス（中学校について）     中一ボイス（中学生になって） 

 

 

 

 

 

 

 

                   

４人でグループ学習（中 1） 

 

 
 
 希望ヶ丘で飯ごう炊さん（中１）                        解説木幡中学校（No.1） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボイス返信票 No.1（    ）小・中（  ）年 名前（       ） 

「最近、学校で感動したこと！」→ 

 
 

新 聞 平成 23(2011)年 7 月 19 日（火) No.1木幡中校区小中一貫教育推進委員会発行 

「JOINT 新聞」では、みなさんのボイス（声）

を募集しています。次回のテーマは 

「最近、学校で感動したこと！」 

下の「ボイス返信票」に書いて、

Mr.Kitamura まで届けてください。 

お知らせ 

･「部活」が楽しみ 

･「英語」が楽しみ 

･「パン」の注文ができるのが楽しみ 

･「行事」が楽しみ 

･「先輩」が怖くないか不安 

･「勉強」の仕方が変わるのが不安 

･「部活」→木幡中学校には 15（体育系 11,文化系 4）の部活があ

ります。（軟式野球部、ソフトボール部、バレーボール部、バスケ

ットボール部、ソフトテニス部、卓球部、陸上競技部（短）、陸上

競技部（中・長）、剣道部、サッカー部、バドミントン部、吹奏楽

部、科学部、美術部、家庭科部） 

･「英語」→中学校では週 4 時間に時間数が増え、内容も「聞く」

「話す」「読む」「書く」の活動に加え、英語の読み物や英文法を学

習したりします。また、学校を会場に「英検」も受けられます。 

･「パン」→木幡中学校では「パン注
ちゅう

」といって、朝、注文をすれ

ば昼食時に届きます。パンは 48種類、飲み物は 7種類あります。 

JOINT 

･「部活」が楽しい 

･「部活」で友達ができた 

･「部活」の先輩がいろいろ教えてくれる 

･「英語」が本格的に学習できる 

･「パン」がおいしい 

･ 校外学習や生徒会活動などの 

「行事」が楽しい 

･「勉強」が難しい 

･「テスト」が難しい 

･「テスト」の点数が気になる 

･「制服」が暑い 

切り取り線 
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外国語学習部会授業研究 

 
半日体験入学 

  
 

小中合同研修会 11月 28 日(月)開催予定(会場→御蔵山小学校) 

平成 24年度の宇治市小中一貫教育本格実施に向けて、木幡中学校ブロッ
クの小中学校教職員が一同に会し、小学校から中学校への円滑な接続と学

力の充実・向上を図る 9 年間を見通した小中一貫教育の実践的取組を協議
します。とくに本年度２回目である今回の研修では、教科指導におけるお

互いの領域について、理解を深めると共に、小中接続上の問題を明らかに

して、今後の課題解決へとつなげたいと思います。また、今回の東日本大

震災の教訓に学び、教職員が、正しい知識や認識を持って指導に当たるこ

とができるよう、地域防災についての研修も行います。 
 

被災地 

全体会「防災教育」（14:30～15:20） 
報告・交流会                                                  

1.東北の状況報告   ・・・加藤先生（木幡中） 
2.木幡小学校の取組紹介・・・富部先生（木幡小） 
3.地域防災について  ・・・岸 先生（木幡中） 

                                  
 

東北に送られた励ましの「うちわ」 

分科会「教科別部会」（15:30～） 
教科別部会 

A. 国語（5年 1組） 
B. 算数・数学（算数教室） 
C. 社会（ランチルーム） 
D. 理科（5年 2組） 
E. 音楽（5年 3組） 
F. 図工・美術・技術家庭（５年４組） 
G. 保健体育（５年５組） 
H. 外国語・英語（4年 4組） 

木幡中ブロックの主な行事予定 
１１月２６日（土）宇治市小学生駅伝（太陽ヶ丘） 
   ２８日（月）木幡中ブロック小中合同研修会（御蔵山小） 
   ３０日（水）三校交流（木幡小） 
１２月 １日（木）笠二小全校マラソン 
    ３日（土）やましろ未来っ子小学校 EKIDEN（太陽ヶ丘） 

教職員ボイス 
・授業研究で見た小学生が、生き生きと

外国語学習を「enjoy」していた。 
・体験入学で、部活をしている中１生が

卒業後たった半年で「大人」に見えた。 
・中学校の合唱コンで小学校の「経験」

がいきたで、という中１生の言葉に感動。 


